
WOOL FACTS

ウール衣料やウール織物は、ウール特有
の性質によって、天然の耐臭性を備えてい
ます。 ウールはコットンの2倍、ポリエステ
ルの30倍という大量の水蒸気を吸収でき
るため、皮膚をサラッとした状態に保ち、
汗やバクテリア、不快なにおいがこもるの
を防ぐことができます。 また、その独特な
化学構造から、ウールは発生したにおい
を吸収し、洗濯時まで閉じ込めます。
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ウールの天然の耐臭効果



 

ウールには体臭に対する天然の抵抗力がある

ウールには数多くの独特な湿度管理の特性があり、 
体臭を最小限に抑えることができます。

1.	ウールは吸湿性のある繊維で、自重の最大35パーセ
ントまで湿気を容易に吸収し、皮膚の表面をさらっと
保ち、バクテリアの繁殖を抑えます。

2.	ウールは着用中ににおいを吸収し、閉じ込めます。  
ウールはバクテリアの繫殖しない繊維内に、におい 
を封じ込めます。 その結果、衣服は長時間フレッシュ
に保たれます。

3.	閉じ込められたにおいは、洗濯の際にウール衣料か
ら一気に放出されます。そのため、洗濯後はコットン
や化学繊維に比べてにおいが残りません。 

CSIROが体臭のある人を対象に実施した試験（図1を参
照）では、特に化学繊維のソックスと比較した場合に、着用
後のにおいのなさと洗濯後のにおいのなさの両方でメリノ
ウールのソックスが選ばれました。

洗濯せずに同じ服を長期間着用する登山家のようなアス
リートは、ウール衣料は化学繊維に比べてにおいがひどく
ならないと報告しています。 メリノウールの特性は、下着 
やベースレイヤー、ソックス、Ｔシャツといった素肌に直接
着用するアイテムに最適です。 ウールは、洗濯せずに何度
も着用することができ、長期間清潔に保つことができるた
め、スポーツや旅行に適しています。 
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図1: 体臭のある人を対象としたスポーツウェアのソックスの性能に関する試験。
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ウールの天然の耐臭効果

ウールを着ると汗や体臭があまり出ない

発汗は、特に高温状態や激しい運動に反応して人間の体が
体温を調節するための自然の作用です。 運動中、人間の体
からは1時間当たり1リットルから2リットルの水分が放出さ
れます。 しかし、高度な発汗があると汗が液体となり、体臭
の原因になります。

汗自体に臭いはありませんが、汗が皮膚にとどまると、バク
テリアの繁殖に最適な湿度の高い環境により、体臭につな
がります。 ウールは天然の吸放湿性を備えているため、汗
が液体になるのが遅く、皮膚をさらっとした状態に保ちま
す。 多くの化学繊維のように吸放湿性の低い素材は、皮膚
が湿った状態になり、バクテリアの繁殖やにおいの発生を
促します。

ウールは他の繊維の衣料に比べて 
長期間清潔さを保つことができます

ウール生地は、コットンやポリエステルなど、他の天然繊維
や化学繊維で作られた生地に比べて着用後のにおいがあ
まりありません。 未洗濯のポリエステル衣料にはかなりの
においが残る一方、未洗濯のウール衣料ではにおいがわず
かな水準にとどまることが、研究によって示されています。

ニュージーランドの13名の熟練した嗅覚（臭気）評価者が
参加して行われたある研究では、ウール生地に残った体臭
の強度は、ポリエステル生地に比べて66パーセント、コット
ン生地に比べて28パーセント低いという結果になりました。
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図2: 各素材を異なる期間保管した場合の13名の評価委員による
平均臭気強度評価。
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